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『少女画報』の投稿欄分析による読者と編集者の関係性の変容
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四
章

　結
び
に
代
え
て

一
章

　
主
題
の
確
認
と
分
析
方
法

一
節

　
本
稿
の
目
的
及
び
先
行
研
究

　本
稿
は
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
雑
誌
『
少
女
画
報
』（
東
京
社
）

を
対
象
と
し
、
誌
面
内
容
の
分
析
と
そ
の
歴
史
的
変
遷
を
、
読
者
投
稿
欄
に
お
け
る

読
者
間
お
よ
び
読
者
編
集
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
ま
た
そ
う
し
た
歴
史
的
変
遷
の
結
果
、『
少
女
画
報
』
が
ど
う
い
っ

た
最
期
を
迎
え
た
か
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　近
代
日
本
の
少
女
雑
誌
の
読
者
投
稿
欄
に
お
い
て
、
読
者
間
お
よ
び
読
者
と
編

集
者
間
で
投
書
を
通
じ
て
親
密
な
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
多
く
の
先
行

研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
今
田
絵
里
香
は
、
読
者
で
あ
る
少
女
た
ち
が
少
女
雑

誌
の
提
示
す
る
「
少
女
」
と
い
う
表
象
を
ど
う
受
け
入
れ
て
い
っ
た
の
か
を
明
ら

か
に
し
、「『
少
女
』
と
い
う
集
合
表
象
を
核
に
し
て
雑
誌
上
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
形
成
し
、
雑
誌
の
外
に
広
が
る
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
が
で

き
た
」（
今
田
［
二
〇
〇
七
］
二
二
九
頁
）
こ
と
を
検
証
し
た
。
ま
た
本
田
和
子

は
少
女
雑
誌
の
投
稿
欄
上
か
ら
「
投
稿
文
を
通
じ
て
全
国
に
広
が
っ
て
い
っ
た
の

は
ペ
ン
ネ
ー
ム
と
い
う
『
虚
ろ
な
る
も
の
』
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
っ
た
」（
本
田

［
二
〇
一
二
］
一
三
六
頁
）
と
し
て
「
少
女
幻
想
共
同
体
」
の
存
在
を
論
じ
て
い
る
。

さ
ら
に
川
村
邦
光
は
少
女
雑
誌
上
に
は
読
者
た
ち
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
「〈
オ
ト

メ
共
同
体
〉
と
い
う
〈
想
像
の
共
同
体
〉」（
川
村
［
一
九
九
三
］
一
二
一
頁
）
が

存
在
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
硲
夕
記
は
戦
時
中
に
お
い
て
、

「
読
者
投
稿
欄
と
い
う
少
女
た
ち
の
交
流
の
場
は
、
少
女
た
ち
の
愛
国
的
精
神
を
高

揚
す
る
場
と
変
化
」（
硲
［
二
〇
〇
二
］）
し
て
い
っ
た
こ
と
を
『
少
女
の
友
』
の

投
稿
欄
分
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
。
他
に
も
少
女
雑
誌
を
対
象
と
し
た
投
稿
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欄
研
究
は
い
く
つ
も
存
在
す
る
。

　こ
う
し
た
数
多
く
の
少
女
雑
誌
の
読
者
投
稿
欄
を
対
象
と
し
た
先
行
研
究
が
存
在

す
る
中
、『
少
女
画
報
』
の
投
稿
欄
に
つ
い
て
は
未
だ
充
分
に
分
析
さ
れ
て
い
る
と

は
言
い
難
い
状
況
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
『
少
女
画
報
』
の
読
者
投

稿
欄
の
と
り
わ
け
「
読
者
と
記
者
」
欄
に
焦
点
を
当
て
、
投
稿
欄
上
で
読
者
間
お
よ

び
読
者
編
集
者
間
に
お
い
て
ど
う
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
わ
れ
て
い

た
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
終
刊
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
も
検
証
し

て
い
き
た
い
。

　『
少
女
画
報
』
は
一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）
年
に
創
刊
さ
れ
た
少
女
雑
誌
で
あ

る
。
発
行
は
東
京
社
で
あ
る
。
そ
の
後
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
に
新
泉
社
に
発
行

元
が
変
更
に
な
り
な
が
ら
も
、
一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
の
雑
誌
統
合
令
に
よ
り

『
少
女
の
友
』（
実
業
之
日
本
社
）
に
統
合
さ
れ
廃
刊
す
る
ま
で
の
お
よ
そ
三
〇
年
間

刊
行
を
続
け
た
。
創
刊
当
時
の
編
集
主
筆
は
高
橋
我
川
。
編
集
顧
問
は
高
島
平
三
郎

と
倉
橋
惣
三
で
、そ
れ
ぞ
れ
創
刊
号
に
「
少
女
と
新
年
」、「『
少
女
画
報
』
の
読
み
方
」

と
し
て
文
章
を
寄
稿
し
て
い
る
。
編
集
者
と
し
て
、
東
京
社
を
設
立
し
た
鷹
見
久
太

郎
の
名
が
載
っ
て
い
る
。
ま
た
『
少
女
画
報
』
は
、
児
童
文
学
研
究
に
お
い
て
少
女

小
説
の
起
源
と
さ
れ
る
吉
屋
信
子
の
『
花
物
語
』
が
は
じ
め
て
掲
載
さ
れ
た
雑
誌
と

し
て
歴
史
的
価
値
が
高
い
。『
少
女
画
報
』
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
大
正
期
以
降
に

み
ら
れ
る
少
女
雑
誌
の
多
様
化
と
大
衆
化
に
伴
う
読
者
層
や
市
場
の
変
動
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
解
明
の
た
め
に
も
重
要
な
作
業
で
あ
る
と
考
え
る
。

　本
稿
で
は
、
ま
ず
二
章
に
お
い
て
『
少
女
画
報
』
の
編
集
方
針
と
理
想
と
す
る
雑

誌
像
に
つ
い
て
整
理
し
た
う
え
で
、
三
章
に
て
実
際
の
歴
史
的
経
緯
を
辿
り
、
読
者

投
稿
欄
に
お
け
る
読
者
間
お
よ
び
読
者
編
集
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
情

を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
、
四
章
で
は
『
少
女
画
報
』
の
隆
盛
と
衰

退
に
つ
い
て
検
討
し
論
を
ま
と
め
る
。

二
節

　
分
析
方
法
の
確
認

　本
稿
で
分
析
す
る
時
期
は
、
創
刊
号
で
あ
る
一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）
年
一
月

号
か
ら
一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
一
月
号
ま
で
。
使
用
し
た
号
に
つ
い
て
の
説
明

と
注
意
点
に
つ
い
て
明
記
し
て
お
く
。
な
お
分
析
に
は
大
阪
国
際
児
童
文
学
館
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
号
を
使
用
し
た
た
め
、
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
号
や
過
度
な
欠
損
の
見

受
け
ら
れ
る
号
は
本
稿
で
は
分
析
の
対
象
外
と
し
て
い
る
。

　二
章
で
は
創
刊
号
で
あ
る
一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）
年
一
月
号
の
紙
面
構
成
に

つ
い
て
の
分
析
を
行
っ
た
。
ま
た
一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）
年
か
ら
一
九
四
二

（
昭
和
十
七
）
年
ま
で
の
各
年
一
月
号
の
総
頁
数
の
変
化
を
ま
と
め
た
。
な
お
、

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
と
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
は
破
れ
に
よ
っ
て
数
頁
デ
ー

タ
に
誤
り
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
結
果
に
大
き
な
支
障
を
き
た
さ
な
い
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
今
回
は
現
存
す
る
頁
数
で
検
証
を
行
っ
た
。
ま
た
大
阪
国
際
児
童
文

学
館
に
一
月
号
が
所
蔵
し
て
い
な
か
っ
た
年
は
、
最
も
一
月
号
に
近
い
月
の
号
を
選

ん
だ
。
そ
の
た
め
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
、一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
は
四
月
号
、

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
は
三
月
号
の
総
頁
数
と
し
た
。
三
章
で
は
一
九
一
二
（
明

治
四
十
五
）
年
か
ら
五
年
ご
と
を
基
準
に
そ
の
読
者
投
稿
欄
の
分
析
を
行
っ
た
。
し

た
が
っ
て
一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）
年
、一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
、一
九
二
二
（
大

正
十
一
）
年
、一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
、一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
、一
九
三
七
（
昭

和
十
二
）
年
、
一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
で
あ
る
。
加
え
て
、
こ
れ
ら
の
前
年
や

翌
年
の
号
に
も
目
を
通
し
よ
り
詳
し
い
分
析
を
試
み
て
い
る
。

二
章

　
『
少
女
画
報
』の
編
集
方
針
と
社
会
的
背
景

一
節

　
当
時
の
学
校
教
育
の
実
状

　今
田
絵
里
香
に
よ
る
と
「
一
八
九
九
（
明
治
三
十
二
）
年
の
高
等
女
学
校
令
以
降
、

高
等
女
学
校
数
と
女
学
生
人
口
の
増
加
に
よ
っ
て
、
各
出
版
社
は
女
学
生
を
読
者
対

象
に
し
て
こ
れ
ま
で
の
子
ど
も
雑
誌
を
男
子
向
け
女
子
向
け
に
分
化
さ
せ
た
」（
今

田
［
二
〇
〇
七
］
十
二
頁
）
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
り
誕
生
し
た
の
が
少
年
雑
誌
と
少

女
雑
誌
と
い
う
区
分
で
あ
る
。
日
本
で
初
め
て
の
少
女
雑
誌
は
一
九
〇
二
（
明
治

三
十
五
）
年
四
月
に
創
刊
さ
れ
た
金
港
堂
書
籍
の
『
少
女
界
』
と
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
後
「
少
女
」
の
名
を
表
題
に
冠
す
る
雑
誌
が
次
々
に
創
刊
。『
少
女
画
報
』
も
そ

の
う
ち
の
ひ
と
つ
だ
。
改
め
て
、
少
女
雑
誌
が
創
刊
さ
れ
た
一
九
〇
〇
年
代
以
降
の

学
校
教
育
の
実
情
に
つ
い
て
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
『
我
が
国
の
学
校
教
育
制
度

の
歴
史
に
つ
い
て
（
学
制
百
年
史
等
に
よ
り
）』（
二
〇
一
二
）
か
ら
一
部
引
用
し
な

が
ら
ま
と
め
る
こ
と
に
す
る
。

203

『少女画報』の投稿欄分析による読者と編集者の関係性の変容

（34）（35）



3

『少女画報』の投稿欄分析による読者と編集者の関係性の変容

　一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
制
定
の
第
一
次
小
学
校
令
に
よ
っ
て
尋
常
小
学
校
修

了
ま
で
の
四
年
以
内
が
義
務
教
育
期
間
と
な
る
。
そ
の
後
一
九
〇
〇
（
明
治
三
十
三
）

年
に
は
第
三
次
小
学
校
令
が
制
定
さ
れ
、小
学
校
は
無
償
化
さ
れ
る
。
一
八
九
九
（
明

治
三
十
二
）
年
ご
ろ
に
お
け
る
進
学
先
と
し
て
の
中
学
校
相
当
施
設
は
①
男
子
の
高

等
普
通
教
育
（
中
学
校
：
五
年
制
）、
②
女
子
の
高
等
普
通
教
育
（
高
等
女
学
校
：
四

年
制
）、
③
実
業
教
育
（
実
業
高
校
：
三
年
制
）
の
三
つ
で
あ
っ
た
。
一
九
一
七
（
大

正
六
）
年
、
内
閣
総
理
大
臣
の
諮
問
機
関
と
し
て
臨
時
教
育
会
議
を
設
置
。
第
一
次

世
界
大
戦
に
伴
う
社
会
情
勢
及
び
国
民
生
活
の
変
化
を
受
け
、
こ
れ
に
即
応
す
る
教

育
の
改
革
に
つ
い
て
審
議
・
提
案
が
な
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
き
中
学
校
以
上
の
改
革

と
拡
充
が
急
速
に
進
展
す
る
。
こ
う
し
た
教
育
制
度
の
充
実
と
と
も
に
女
子
小
学
生
、

女
学
生
人
口
は
爆
発
的
に
増
え
て
い
く
。
表
1
は
一
九
〇
一
（
明
治
三
十
四
）
年
か

ら
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
ま
で
の
高
等
女
学
校
数
・
生
徒
数
の
推
移
を
ま
と
め

た
も
の
を
グ
ラ
フ
に

し
た
も
の
で
あ
る
。

（
今
田
［
二
〇
〇
六
］

六
十
八
頁
）
こ
れ
を

見
る
と
一
九
〇
〇
年

代
は
学
校
数
、
生
徒

数
と
も
に
増
加
の
一

途
を
た
ど
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
特
に

一
九
〇
一
（
明
治

三
十
四
）
年
か
ら

一
九
二
一
（
大
正
十
）

年
の
二
〇
年
間
に
大

き
く
増
加
し
、
臨
時

教
育
会
議
が
設
置
さ

れ
た
一
九
一
七
（
大

正
六
）
年
以
降
の
急

速
な
発
展
が
見
て
取

れ
る
。

　や
は
り
少
女
雑
誌
の
増
加
の
背
景
に
は
そ
の
主
な
読
者
で
あ
る
高
等
女
学
生
の
増

加
が
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
考
え
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

二
節

　
価
格
設
定

　創
刊
号
本
誌
の
記
載
に
よ
る
と
定
価
は
金
拾
五
錢
。
広
告
費
は
最
も
高
額
な
も
の

が
「
特
等
壹
頁
」
の
「
四
拾
圓
」。
最
も
安
価
な
も
の
が
「
參
等
四
頁
半
」
の
「
七

円
五
拾
錢
」
と
な
り
種
類
は
九
種
類
と
幅
広
く
受
け
付
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

（
表
2
）。
定
価
金
拾
五
銭
の
現
在
の
価
値
に
つ
い
て
一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）
年

に
お
け
る
一
銭
の
価
値
を
特
定
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
た
め
、
お
お
ま
か
な
価
値

の
予
測
を
立
て
る
。
日
本
銀
行
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
物
価
指
数
の
表
か
ら

一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）
年
の
物
価
が
現
代
（
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
）
の

何
倍
な
の
か
を
算
出
し
た
。
た
だ
し
、
一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）
年
は
企
業
物
価

指
数
（
戦
前
物
価
指
数
）
の
値
し
か
な
か
っ
た
た
め
、
消
費
者
物
価
指
数
と
は
異
な

る
値
と
な（

注
１
）る

。

企
業
物
価
指
数
（
戦
前
物
価
指
数
）

　

710.6

（
平
成
三
〇
年
）

÷0.646

（
明
治
四
十
五
年
）＝1,100

　↓
一
円
あ
た
り
約
一
一
〇
〇
円

　広
告
費
は
「
特
等
壹
頁
」
で
あ
っ
て
も
今
の
四
四
〇
〇
〇
円
ほ
ど
と
比
較
的
安
価

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

表 1　高等女学校数・生徒数の推移
　　  ※『文部省年表』各年度より作成
　　  ※今田絵里香『「少女」の社会史』（2006）68 頁よりデータを引用

表 2
創刊号裏表紙に記載されている
広告費一覧表
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三
節

　
創
刊
号
に
み
る
編
集
方
針

　『
少
女
画
報
』
が
目
指
し
た
の
は
ど
の
よ
う
な
雑
誌
だ
っ
た
の
か
。
創
刊
号
本
誌

三
頁
に
は
「
發
刊
の
こ
と
ば
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
少
し
長
い
が
抜
粋
す（

注
２
）る

。

發
刊
の
こ
と
ば

私
は
「
少
女
畫
報
」
と
申
し
、
今
年
か
ら
少
女
さ
ん
方
の
お
友
達
と
し
て
生
れ

ま
し
た
。
今
後
は
何
分
宜
し
く
お
交
際
を
願
い
ま
す
。

私
は
是
か
ら
皆
さ
ん
に
毎
月
美
し
い
畫
を
お
目
に
か
け
、
面
白
い
お
話
を
お
聞

か
せ
申
し
ま
せ
う
。
美
し
い
と
申
し
て
も
唯
見
て
美
し
い
ば
か
り
で
な
く
、
面

白
い
と
申
し
て
も
唯
聞
い
て
面
白
い
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
其
中
に
は

種
々
様
々
な
善
い
事
が
含
ん
で
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
は
始
終
私
と
交
際
つ
て
ゐ
ら
つ
し
や
れ
ば
、
何
時
も
美
し
い
、
清
い
、

氣
高
い
、
面
白
い
、
快
活
な
少
女
で
ゐ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
私
は
ま
た
皆
さ

ん
を
何
時
も
美
し
い
、
清
い
、
氣
高
い
、
面
白
い
、
快
活
な
少
女
と
な
る
事
の

出
来
る
や
う
に
努
め
て
居
り
ま
す
。
斯
く
申
せ
ば
私
は
皆
さ
ん
の
先
生
の
や
う

で
す
け
れ
ど
、
実
は
仲
の
良
い
同
級
の
お
友
達
で
す
。
お
友
達
の
中
の
益
友
で

す
。
と
も
に
善
く
學
び
ま
せ
う
。
而
し
て
と
も
に
善
く
遊
び
ま
せ
う
。
何
時
ま

で
も
。
何
時
ま
で
も
仲
良
く
。
睦
ま
じ
く
。

　「
發
刊
の
こ
と
ば
」
は
編
集
部
に
よ
る
発
刊
に
あ
た
っ
て
の
方
針
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。「
發
刊
の
こ
と
ば
」
か
ら
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
編
集
者
た

ち
は
『
少
女
画
報
』
が
教
育
的
・
啓
蒙
的
機
能
を
持
つ
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
と
思

わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
「
読
者
と
記
者
」（
後
述
）
な
る
投
書
欄
を
作
り
、
読

者
の
質
問
等
に
答
え
た
り
、「
編
輯
便
り
」
に
て
編
集
者
た
ち
の
日
常
風
景
や
人
物

像
を
紹
介
し
て
い
た
り
、
彼
ら
の
視
点
や
立
場
を
読
者
で
あ
る
少
女
た
ち
に
寄
り
添

う
よ
う
意
識
し
て
い
た
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

　編
集
部
の
人
々
に
つ
い
て
創
刊
号
「
編
輯
便
り
」
か
ら
わ
か
る
事
を
ま
と
め
る
。

主
筆
の
高
橋
我
川
、
有
田
暁
華
、
小
池
星
影
、
枝
元
枝
風
、
鷹
見
思
水
（
本
名
・
鷹

見
久
太
郎
）
の
五
人
に
加
え
、
女
の
記
者
が
2
、
3
人
い
る
と
の
記
載
が
あ
る
。
ま

た
高
橋
我
川
、
有
田
暁
華
、
小
池
星
影
の
三
人
は
容
姿
の
特
徴
や
好
き
な
も
の
な
ど

そ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
主
筆
・
高
橋
我

川
の
も
の
の
み
抜
粋
す
る
。

ま
づ
、
高
橋
我
川
の
一
番
目
に
つ
く
は
、
其
少
し
曲
が
つ
た
前
屈
み
の
肩
と
、

そ
れ
か
ら
天
狗
様
の
お
孫
さ
ん
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
は
る
ゝ
高
い
鼻
で
す
。

こ
の
人
が
眼
鏡
を
取
っ
て
、
卓
子
に
對
つ
て
何
か
書
い
て
い
る
時
、
ソ
ツ
ト
其

眼
鏡
を
隠
す
と
丸
い
眼
を
三
角
に
し
て
大
騒
ぎ
を
し
ま
す
。
こ
の
人
の
一
番
好

き
な
も
の
は
金
鍔
で
、
五
つ
六
つ
、
七
つ
八
つ
、
見
る
見
る
山
が
崩
れ
ま
す
。

一
寸
見
れ
ば
老
爺
の
様
で
、
よ
く
見
れ
ば
若
い
人
で
す
。

　こ
う
し
た
編
集
部
の
人
々
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
付
け
に
よ
っ
て
彼
ら
は
少
女
た
ち
に

人
気
で
あ
っ
た
。
実
際
、
読
者
投
稿
欄
上
で
は
彼
ら
の
写
真
が
見
た
い
と
い
う
投
書

が
後
を
絶
た
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
作
り
手
の
印
象
は
読
者
で
あ
る
少
女
た
ち
に
さ

ら
な
る
購
入
意
欲
や
投
稿
意
欲
を
掻
き
立
て
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　創
刊
号
の
巻
頭
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
グ
ラ
ビ
ア
写
真
か
ら
編
集
部
が
読
者
へ
推
奨

し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
検
証
す
る
。以
下
が
創
刊
号
巻
頭
の
掲
載
写
真
の
一
覧
で
あ
る
。

子
の
新
年

久
爾
の
宮
三
如
女
王
殿
下

梨
本
の
宮
二
女
王
殿
下

松
上
の
鶴

お
正
月
の
遊
び
（
二
）
お
手
玉
と
双
六

お
正
月
の
遊
び
（
一
）
羽
根
つ
き
と
鞠
つ
き

お
正
月
の
遊
び
（
三
）
歌
が
る
た
と
福
引

睦
ま
じ
き
兄
弟

梅
の
香
と
薔
薇
の
色

春
の
曲

小
鳥
籠

お
と
づ
れ
（
訪
問
）

園
藝

午
前
と
午
後
（
登
校
と
帰
宅
）
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『少女画報』の投稿欄分析による読者と編集者の関係性の変容

裁
縫
と
挿
花

休
憩
時
間

お
辨
當

學
校
の
前
（
一
）

運
動
場

遊
戯
と
體
操

可
愛
ら
し
き
運
動
會

特
殊
小
學
校

動
物
園
だ
よ
り

懸
賞
手
振
の
色
い
ろ

　こ
れ
ら
を
大
き
く
三
つ
に
分
類
し
た
。
①
「
子
の
新
年
」
か
ら
「
久
爾
の
宮
三
如

女
王
殿
下
」「
梨
本
の
宮
二
女
王
殿
下
」
を
除
い
て
「
お
正
月
の
遊
び
」
ま
で
は
一

月
号
と
し
て
正
月
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
。
②「
睦
ま
じ
き
兄
弟
」か
ら「
小
鳥
籠
」

ま
で
は
所
謂
「
女
子
を
連
想
さ
せ
る
も
の
や
可
愛
ら
し
い
も
の
」
で
あ
る
。
③
残
り

の
「
お
と
づ
れ
（
訪
問
）」
か
ら
「
特
殊
小
學
校
」
ま
で
は
学
校
や
教
育
を
意
識
さ

せ
る
も
の
で
あ
る
。

　「
久
爾
の
宮
三
如
女
王
殿
下
」「
梨
本
の
宮
二
女
王
殿
下
」
の
掲
載
は
編
集
部
と
し

て
の
読
者
の
理
想
と
し
て
ほ
し
い
少
女
像
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
関
し
て

今
田
絵
里
香
は
「
一
九
〇
八
（
明
治

四
十
一
）年
か
ら
一
九
一
三（
大
正
二
）

年
頃
ま
で
『
少
女
の
友
』『
少
女
画

報
』
が
取
り
上
げ
た
理
想
的
な
女
性

像
は
、
皇
族
・
華
族
の
女
性
と
教
育
者
・

学
者
な
ど
の
エ
リ
ー
ト
女
性
で
あ
っ

た
」（
今
田
［
二
〇
〇
七
］
一
二
九
頁
）

と
分
析
し
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も

『
少
女
画
報
』
に
と
っ
て
最
も
理
想
と

し
た
女
性
像
は
皇
族
・
華
族
で
あ
る

二
人
で
あ
っ
た
と
言
え
そ
う
だ
。
②

の
写
真
た
ち
に
は
そ
れ
ぞ
れ
少
女
が

写
っ
て
お
り
（
図
1
）、
こ
れ
ら
の
事
物
と
少
女
は
関
係
が
深
く
、
少
女
を
印
象
さ

せ
る
も
の
と
し
て
読
者
に
認
識
さ
せ
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し

く
は
、
社
会
の
求
め
る
少
女
像
に
合
わ
せ
た
ア
イ
テ
ム
を
掲
載
し
て
い
る
と
い
う
見

方
も
で
き
る
。
そ
う
い
っ
た
少
女
像
は
『
少
女
画
報
』
を
含
む
多
く
の
少
女
雑
誌
に

よ
っ
て
相
互
的
に
補
完
さ
れ
、
強
固
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
③
の
写

真
た
ち
は
『
少
女
画
報
』
が
学
生
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
据
え
て
い
る
証
拠
で
あ

り
、
ま
た
読
者
に
と
っ
て
の
日
常
風
景
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
写
真
た
ち

に
は
そ
れ
ぞ
れ
写
真
の
横
に
ど
こ
の
学
校
の
生
徒
で
あ
る
か
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

「
園
藝
」
か
ら
「
お
辨
當
」
ま
で
は
女
学
校
の
様
子
が
、「
学
校
の
前
（
一
）」
か
ら
「
特

殊
小
学
校
」ま
で
は
尋
常
小
学
校
の
様
子
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。こ
の
こ
と
か
ら
、『
少

女
画
報
』
の
メ
イ
ン
と
し
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
は
尋
常
小
学
校
に
通
う
子
供
た
ち
か
ら

女
学
校
に
通
う
女
学
生
ま
で
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
動
物
園
だ
よ
り
」
は
「
白

狐
」「
豪
猪
」「
エ
ー
デ
ル
鹿
」
の
写
真
で
あ
り
、
上
野
動
物
園
に
新
し
く
到
着
し
た

珍
し
い
動
物
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
る
。「
懸
賞
手
振
の
色
い
ろ
」
は
写
真
を
使
っ

た
読
者
投
書
に
よ
る
懸
賞
の
よ
う
で
、
説
明
と
し
て
「
こ
れ
は
、
或
る
お
嬢
さ
ん
の

手
振
の
色 

゛〳
〵
で
す
。
何
を
し
て
居
る
時
に
斯
様
な
手
付
を
す
る
の
で
せ
う
か
、
皆

さ
ん
當
て
ゝ
御
覧
な
さ
い
。（
中
略
）
よ
く
當
た
つ
た
方
に
は
商
品
を
差
上
げ
ま
す
。

〆
切
は
五
日
。
次
號
に
は
實
際
の
所
を
御
覧
に
入
れ
ま
す
。」
と
書
い
て
あ
り
、
文

才
や
教
養
が
乏
し
く
と
も
懸
賞
に
参
加
す
る
こ
と
の
で
き
る
誌
面
作
り
を
目
指
し
て

い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
東
京
社
に
は
『
婦
人
画
報
』
が
存
在
し
た
こ
と
か
ら
、

あ
く
ま
で
も
読
者
は
女
学
生
以
下
の
低
年
齢
層
と
し
て
、
尋
常
小
学
校
入
学
前
の
児

童
も
対
象
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

三
章

　
『
少
女
画
報
』の
歴
史
的
変
遷

一
節

　
総
頁
数
の
変
化

　『
少
女
画
報
』
の
創
刊
年
で
あ
る
一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）
年
か
ら
終
刊
年
で

あ
る
一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
ま
で
の
各
年
一
月
号
の
総
頁
数
の
変
化
を
ま
と
め

た
。［
表
3
］

　な
お
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
と
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
は
破

れ
に
よ
っ
て
数
頁
デ
ー
タ
に
誤
り
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
結
果
に
大
き
な
支
障

図１　1912 年 1 月号より
「睦まじき兄

はら

弟
から

」、「梅の香と薔薇の色」
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を
き
た
さ
な
い
と
考
え
ら
れ

る
た
め
、
今
回
は
現
存
す
る

頁
数
で
の
み
検
証
を
行
っ
た
。

ま
た
大
阪
国
際
児
童
文
学
館

に
一
月
号
が
所
蔵
し
て
い
な

か
っ
た
年
は
、
最
も
一
月
号
に

近
い
月
の
号
を
選
ん
だ
。
そ

の
た
め
一
九
二
七
（
昭
和
二
）

年
、
一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）

年
は
四
月
号
、
一
九
三
一
（
昭

和
六
）
年
は
三
月
号
の
総
頁

数
と
し
た
。

　こ
の
［
表
3
］
と
前
述
の

［
表
2
］
を
比
較
す
る
と
、

一
九
二
〇
年
代
の
女
学
生
人
口

の
増
加
に
合
わ
せ
て
、一
九
二
三

（
昭
和
十
二
）
年
と
一
九
二
五

（
大
正
十
四
）
年
で
は
頁
数
が

倍
近
く
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
ま
た
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
か

ら
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
に
か
け
て
の
百
頁
近
く
の
減
少
な
ど
か
ら
、
需
要
増
加

に
合
わ
せ
て
多
様
化
、細
分
化
し
た
少
女
雑
誌
市
場
の
競
争
の
激
化
が
考
え
ら
れ
る
。

二
節

　
創
刊
時
の
投
書
欄
と
規
定

　戦
前
の
少
女
雑
誌
に
と
っ
て
読
者
投
稿
欄
は
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
っ
た
。『
少
女

画
報
』
で
も
創
刊
号
か
ら
募
集
が
か
け
ら
れ
、
翌
月
号
に
は
多
く
の
投
書
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）
年
時
点
で
読
者
が
自
分
の
文
章
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
投
稿
欄
は
主
に「
和
歌
」「
作
文
欄
」に
加
え
、「
一
口
噺
」、「
頓
智
問
答
」、

「
文
學
遊
戯
」、
そ
し
て
「
読
者
と
記
者
」
が
存
在
し
た
。
刊
行
初
期
か
ら
存
在
し
て

い
る
「
和
歌
」
と
「
作
文
欄
」
は
毎
号
お
題
が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
即
し
た
も
の
を

創
作
す
る
決
ま
り
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
月
の
投
稿
欄
の
割
合
に
も
よ
る
が
、
年
を

重
ね
る
ご
と
に
作
品
の
掲
載
数
は
増
し
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。
ま
た
、「
頓
智
問

答
」
も
人
気
の
あ
っ
た
投
書
欄
の
ひ
と
つ
で
、
創
刊
時
に
お
け
る
「
頓
智
問
答
」
は

言
葉
遊
び
で
面
白
お
か
し
い
問
を
作
る
と
い
う
欄
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
「
兵
た
い
と

は
ど
ん
な
鯛
か
（
横
浜

　花
子
）」（
一
九
一
二
年
四
月（

注
３
）号

）
と
い
っ
た
も
の
や
、「
問
・

口
が
辷
っ
て
怪
我
し
た
薬

　答
・
言
譯
（
新
潟

　喜
代
子
）」（
同
年
同
月
号
）、「
問
・

煮
え
切
ら
ぬ
返
事
を
煮
立
て
る
に
は
？
答
・
側
か
ら
た
き
つ
け
、
る
べ
し
。（
大
阪

　夕
月
）」（
一
九
一
二
年
十
一
月
号
）
と
い
っ
た
、
問
い
に
対
す
る
答
え
ま
で
が
掲

載
さ
れ
る
も
の
も
存
在
す
る
。

　一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）
年
二
月
号
に
て
投
書
に
つ
い
て
の
以
下
の
よ
う
な
注

意
書
き
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
全
て
の
欄
が
掲
載
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
月

に
よ
っ
て
欄
の
有
無
も
頁
数
も
異
な
っ
て
い
た
。

投
書
の
發
表
に
つ
い
て

本
誌
の
募
集
に
對
す
る
應
答
や
投
書
は
、
規
定
に
も
あ
り
ま
す
通
り
そ
の
月
の

五
日
を
以
て
〆
切
る
こ
と
に
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
最
初
編
集
局
同
人
の
考
え

で
は
、
投
書
と
云
っ
て
も
左
程
澤
山
も
あ
る
ま
い
、
審
査
と
云
つ
て
も
速
く
濟

む
だ
ろ
う
、
さ
う
す
れ
ば
翌
月
の
誌
上
に
發
票
す
る
方
が
諸
嬢
も
好
か
ろ
う
。

と
云
ふ
所
存
で
し
た
。
所
が
實
際
に
當
つ
て
見
て
驚
き
ま
し
た
。
毎
日
々
々
郵

便
脚
夫
の
持
っ
て
來
る
種
々
の
諸
嬢
御
端
書
や
お
手
紙
は
事
實
机
上
に
山
を
爲

す
の
で
、
こ
れ
を
整
理
す
る
さ
へ
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
況
し
て
之
が
全
部

を
一
兩
日
中
に
審
査
し
て
印
刷
所
に
廻
す
と
云
ふ
こ
と
は
如
何
に
係
の
者
が
徹

夜
を
し
て
も
間
に
合
ひ
ま
せ
ん
。
假
令
ま
た
間
に
合
ふ
と
し
て
も
、
審
査
の
疎

漏
を
免
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
已
む
を
得
ず
繪
畫
、
習
字
の
様
な
印
刷
に
手
数
を
要

す
る
も
の
や
、
作
文
の
如
き
審
査
に
日
数
の
か
ゝ
る
も
の
ゝ
あ
る
一
部
は
一
个

月
を
延
べ
充
分
な
る
審
査
を
し
て
翌
々
月
の
誌
上
に
発
表
す
る
こ
と
ゝ
致
し
ま

す
。
こ
れ
甚
だ
残
念
の
こ
と
で
す
が
何
卒
諸
嬢
に
於
て
も
悪
し
か
ら
ず
思
召
し

を
願
ひ
ま
す
。

　こ
う
し
た
事
情
か
ら
毎
号
全
て
の
欄
を
掲
載
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
よ
う

だ
。
ま
た
、
正
確
な
数
は
定
か
で
は
な
い
が
、
相
当
量
の
投
書
が
送
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
見
受
け
ら
れ
る
。

表 3　『少女画報』の総頁推移
※ 1927 年、1936 年は 4 月号、1931 年は 3 月号の総頁数とした。
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7

『少女画報』の投稿欄分析による読者と編集者の関係性の変容

▲
投
書
は
凡
て
少
女
諸
嬢
が
自
分
で
作
っ
た
物
で
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

▲
作
文
の
投
書
は
一
行
二
十
字
で
二
十
行
以
内
を
原
稿
紙
又
は
半
紙
に
書
い
て

下
さ
い
。

▲
圖
畫
と
習
字
と
は
日
本
紙
の
薄
い
も
の
に
書
く
の
で
す
。
寸
法
は
半
紙
半
分

の
竪
六
寸
五
分
の
罫
を
引
い
て
、
そ
の
中
に
書
く
の
で
す
。

▲
以
上
の
外
の
投
書
は
凡
て
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
宜
い
の
で
す
が
、
鉛
筆
や
色
イ

ン
キ
を
使
う
又
は
住
所
姓
名
を
明
記
し
て
い
な
い
も
の
、
匿
名
の
も
の
等
は

凡
て
無
効
と
し
ま
す
。

▲
投
書
の
締
切
は
毎
月
五
日
で
す
。

▲
各
種
の
投
書
を
一
纏
に
し
て
郵
便
で
送
る
時
は
封
筒
に
封
を
せ
ず
紙
撚
で
一

寸
口
を
結
っ
て
出
せ
ば
三
十
匁
ま
で
は
二
錢
で
參
り
ま
す
。
但
、
そ
の
中
に

私
用
の
手
紙
や
切
手
を
入
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

▲
宛
名
は
「
東
京
市
麴
町
区
飯
田
町
四
ノ
四
東
京
社
少
女
畫
報
編
輯
所
」
と
し

て
下
さ
い
。

▲
賞
品
は
當
選
発
表
の
翌
月
上
旬
に
送
り
ま
す
。

　こ
れ
は
「
投
書
の
規
定
」
と
し
て
裏
表
紙
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
に
な
る
。
全

国
の
少
女
た
ち
は
こ
の
規
定
を
順
守
し
つ
つ
投
書
を
行
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
賞

品
は
「
東
京
京
橋
区
南
傳
馬
町
美
術
貴
金
属
細
工
商
丸
屋
特
製
の
少
女
画
報
襟
留
ピ

ン
（
純
銀
製
）」
が
各
投
稿
欄
に
規
定
の
人
数
だ
け
贈
呈
さ
れ
る
。

　ま
た
多
く
の
少
女
雑
誌
の
投
稿
欄
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
『
少
女
画
報
』
に
お
い
て

も
創
刊
当
時
よ
り
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
「
記
者
様
投
書
は

匿
名
で
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
か
（
名
古
屋

　雪
子
）」（
一
九
一
二
年
一
月
号
）
と

い
う
投
書
に
対
し
「
い
け
ま
せ
ん
併
し
御
本
名
を
誌
上
に
掲
載
す
る
の
は
御
差
支
あ

ら
ば
其
旨
を
御
通
知
あ
れ
ば
特
に
誌
上
だ
け
は
雅
號
を
用
ゐ
て
も
よ
い
の
で
す
が
記

者
迄
に
は
必
ら
ず
住
所
學
校
名
姓
名
を
御
知
ら
せ
下
さ
い
記
者
は
飽
ま
で
も
秘
密
を

守
り
無
断
に
て
他
に
洩
ら
す
様
な
こ
と
は
致
し
ま
せ
ん
（
記
者
）」
と
返
答
が
あ
る

よ
う
に
、『
少
女
画
報
』に
お
い
て
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
が
必
須
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

ペ
ン
ネ
ー
ム
の
機
能
に
関
し
て
、
本
田
和
子
は
「
ペ
ン
ネ
ー
ム
と
は
彼
女
た
ち
を
日

常
の
柵
か
ら
束
の
間
に
解
き
放
ち
、
憧
れ
の
女
人
像
へ
と
変
身
さ
せ
る
力
あ
る
呪
文

だ
っ
た
」
と
し
、「
彼
女
た
ち
は
少
女
雑
誌
の
投
稿
者
と
し
て
筆
を
執
ろ
う
と
す
る

と
き
、
す
で
に
し
て
明
治
末
期
の
ど
こ
そ
こ
の
娘
と
い
う
「
生
身
の
現
実
」
を
無
化

し
て
い
る
」（
本
田
［
二
〇
一
二
］
一
三
六
頁
）
と
指
摘
し
た
。
し
か
し
こ
の
時
期

に
お
い
て
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
奨
励
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
う
し
た
機
能
は
後
年
の
読
者
投

稿
欄
上
で
の
私
的
な
や
り
と
り
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
時
期
に
の
み
機
能
す
る
も
の
で

あ
る
と
い
え
る
。

三
節

　
読
者
投
稿
欄
に
お
け
る
歴
史
的
変
遷

　『
少
女
画
報
』
の
投
書
欄
に
お
け
る
「
読
者
と
記
者
」（
創
刊
時
の
名
称
）
の
欄
を

「『
読
者
と
記
者
』
期
」「『
読
者
く
ら
ぶ
』
期
」「『
サ
ン
・
ル
ー
ム
』
期
」「『
新
体
制
』
期
」

の
四
つ
の
時
期
に
分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
で
、
読
者

と
編
集
者
と
の
関
係
が
ど
う
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
と
と
も

に
、『
少
女
画
報
』
が
ど
の
よ
う
な
雑
誌
作
り
を
目
指
し
た
か
に
つ
い
て
考
察
を
深

め
て
い
き
た
い
。

①
「
読
者
と
記
者
」
期

 【
一
九
一
二（
明
治
四
十
五
）年
一
月
号
～
一
九
一
七（
大
正
六
）年
四
月
号
】

　創
刊
当
初
に
す
で
に
存
在
し
た
「
読
者
と
記
者
」
の
概
要
に
は
「
皆
さ
ん
の
見
た

こ
と
、
聞
い
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
、
分
ら
ぬ
こ
と
、
何
で
も
御
投
書
な
さ
い
。」

と
あ
り
、
雑
誌
の
感
想
や
編
集
局
へ
の
質
問
な
ど
多
様
な
投
書
が
寄
せ
ら
れ
た
。

「
■
鹿
児
島
の
大
舘
鶴
子
様=

談
話
室
な
ど
に
は
別
に
文
章
も
限
っ
て
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
毎
號
集
ま
っ
て
来
る
数
が
非
常
に
多
い
の
で
自
然
、
皆
な
が
み
な
出
る
と
は

ま
ゐ
り
ま
せ
ん
。」（
一
九
一
七
年
一
月
号
）
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
既
定
の
範
囲
内

で
あ
れ
ば
特
に
文
章
の
制
約
は
無
く
、
少
女
た
ち
は
自
由
に
投
書
で
き
る
場
で
あ
っ

た
よ
う
で
、
そ
れ
も
ま
た
多
く
の
投
書
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
理
由
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
編
集
者
が
、
少
女
た
ち
の
投
書
に
対
し
て
一
言
ず
つ
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
て
い

く
と
い
う
形
式
で
あ
り
、
本
稿
で
は
投
書
の
性
質
を
大
き
く
四
つ
に
分
類
し
て
、
そ

れ
ら
を
紹
介
す
る
。

　ま
ず
ひ
と
つ
め
は
「
今
月
号
か
ら
愛
読
者
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
旨
の
投
書
。

毎
月
こ
う
し
た
投
書
が
数
多
く
届
く
た
め
、
全
文
掲
載
は
一
部
で
、「
左
の
方
々
か

ら
愛
読
者
と
な
ら
れ
御
寄
稿
な
さ
れ
る
と
の
お
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
ご

紹
介
し
ま
す
。」
と
い
う
文
章
の
後
、
名
前
と
出
身
地
が
列
挙
さ
れ
る
も
の
が
ほ
と
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ん
ど
で
あ
る
。

　つ
ぎ
に
二
つ
め
が
前
号
や
雑
誌
そ
の
も
の
の
感
想
で
あ
る
。「
前
号
の
口
絵
夢
二

先
生
の
絵
は
本
当
に
奇
麗
で
し
た
わ
ね
。
あ
の
は
ら
〳
〵
と
木
の
葉
の
散
る
下
に
何

か
考
へ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
様
な
姉
さ
ん
が
ほ
し
い
わ
ど
う
ぞ
お
願
い
で
す
の
。（
岐

阜

　初
川
光
江
）」（
一
九
一
二
年
十
一
月
）
や
「
前
号
の
口
絵
す
つ
か
り
気
に
入
り

ま
し
た
。「
軽
井
沢
に
て
」
そ
の
中
で
も
よ
う
御
座
い
ま
し
た
「
探
偵
女
王
」
い
よ

い
よ
面
白
く
な
り
ま
し
た
。（
名
古
屋

　こ
う
子
）」（
同
年
同
月
）
と
い
っ
た
雑
誌

の
表
紙
絵
や
小
説
を
褒
め
る
も
の
が
多
い
が
、
雑
誌
内
の
不
満
点
や
ほ
か
の
投
稿
者

へ
の
反
論
・
持
論
な
ど
も
た
び
た
び
見
受
け
ら
れ
、
そ
う
し
た
投
書
に
対
し
て
も
編

集
者
が
ひ
と
こ
と
添
え
て
い
る
の
で
あ
る
。「
▲
八
月
號
の
表
紙
ほ
ん
と
に
好
う
御

坐
い
ま
す
の
ね
け
れ
ど
も
四
角
の
赤
は
な
ん
だ
か
厭
で
し
た
一
體
毎
號
赤
が
多
い
よ

う
で
す
が
、
も
つ
と
あ
つ
さ
り
し
た
の
に
な
す
つ
て
下
さ
い
ま
せ
ん
か
。
口
絵
皆
気

に
入
り
ま
し
た
。（
京
橋

　ふ
く
子
）」（
一
九
一
二
年
九
月
号
）
や
「
▲
前
々
號
の

本
欄
に
神
田
の
花
の
露
さ
ん
は
少
女
画
報
を
も
う
少
し
程
度
を
高
く
し
て
と
の
お
言

葉
が
あ
り
ま
し
た
が
私
等
は
尋
常
三
年
で
す
か
ら
も
少
し
や
さ
し
く
し
て
下
さ
い
。

女
学
生
さ
ん
に
は
女
学
世
界
が
あ
る
ん
で
す
か
ら
・
・
・
・（
信
州

　時
鳥
）」（
同

年
同
月
）
な
ど
で
あ
り
、
内
容
に
分
け
隔
て
な
く
掲
載
し
た
ス
タ
イ
ル
が
少
女
た
ち

の
自
由
な
投
書
を
助
長
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　そ
し
て
三
つ
め
が
記
者
へ
の
質
問
だ
。
宛
先
の
確
認
や
、
女
学
校
の
入
学
の
仕
方

な
ど
、
質
問
内
容
は
多
岐
に
渡
る
。
以
前
答
え
た
内
容
で
あ
っ
て
も
、
別
の
読
者
で

あ
れ
ば
掲
載
し
返
答
し
て
い
る
。
毎
号
増
え
続
け
る
新
規
愛
読
者
に
対
し
て
の
配
慮

が
う
か
が
え
る
。

　最
後
に
四
つ
め
が「
愛
読
者
会
」の
開
催
を
懇
願
す
る
も
の
で
あ
る
。『
少
女
画
報
』

の
読
者
た
ち
は
、
現
実
世
界
で
の
読
者
同
志
の
集
ま
り
を
求
め
て
い
た
。
初
め
て
愛

読
者
会
の
告
知
が
行
わ
れ
た
の
は
一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）
年
四
月
号
、「
豫
告

　本
誌
は
来
る
五
月
を
以
て
愛
読
者
大
会
を
開
い
て
、
楽
し
き
一
日
を
過
し
た
い
考

で
、
目
下
計
画
中
で
あ
り
ま
す
、
委
し
い
こ
と
は
、
次
号
の
本
誌
で
発
表
し
ま
す
。」

と
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
年
九
月
に
は
以
下
の
よ
う
な
投
書
が
掲
載
さ
れ
る
。

▲
名
古
屋
の
愛
讀
者
皆
様
！
今
度
我
川
先
生
に
お
願
ひ
し
て
名
古
屋
小
會
を
開

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
涼
し
い
秋
風
の
袂
を
拂
つ
頃
、
お
懐
か
し
い
先
生
と

美
し
い
皆
様
と
の
お
話
は
、
ど
ん
な
に
清
く
取
り
交
は
さ
れ
る
で
せ
う
。
私

は
今
思
つ
て
さ
へ
一
人
ほ
ゝ
笑
ま
れ
ま
す
。
尚
委
し
い
こ
と
は
先
生
と
御
相

談
致
し
ま
す
。
あ
ゝ
中
京
の
未
だ
見
ぬ
皆
様
、
何
卒
御
賛
成
遊
ば
す
様
偏
に

御
願
い
し
ま
す
（
千
代
子
）

●
千
代
子
さ
ん
と
こ
う
子
さ
ん
と
が
御
盡
力
下
さ
れ
て
中
京
讀
者
會
が
出
来
る

さ
う
で
す
。
私
も
何
事
を
措
い
て
も
お
邪
魔
に
出
る
積
り
で
す
。
何
卒
名
古

屋
の
愛
読
者
諸
嬢
は
御
賛
成
下
さ
い
ま
し
。
委
し
い
こ
と
は
十
月
の
誌
上
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
御
賛
成
の
お
方
は
編
輯
局
内
我
川
宛
で
御
申
し
越
を

願
ひ
ま
す
。
而
す
れ
ば
幹
事
の
方
に
御
通
知
し
て
置
き
ま
す
（
我
川
）

　こ
の
名
古
屋
愛
読
者
会
の
様
子
は
同
年
十
一
月
号
に
写
真
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
、

大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
（
図
3
）

（
注
４
）。

以
前
よ
り
、
編
集
局
の
方
々
の
顔
が
見
た
い
と

い
う
投
書
が
多
か
っ
た
た
め
、
彼
ら
の
容
姿
に
関
す
る
た
よ
り
が
倍
増
し
た
ほ
か
、

自
分
の
地
域
で
も
愛
読
者
会
を
開
催
し
て
ほ
し
い
と
い
う
旨
の
た
よ
り
も
今
ま
で
以

上
に
多
く
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
も
た
び
た
び
愛
読
者
会
を
東
京
、

京
阪
神
、
名
古
屋
な
ど
を
中
心
に
開
催
し
て
い
た
よ
う
だ
。

　少
女
雑
誌
の
投
書
欄
に
お
け
る
読
者
同
士
の
繋
が
り
を
、
本
田
和
子
は
「
少
女
幻

想
共
同
体
」（
本
田
［
二
〇
一
二
］
一
三
六
頁
）
と
呼
び
、
川
村
邦
光
は
「〈
オ
ト
メ

共
同
体
〉
と
い
う
〈
理
想
共
同
体
〉」（
川
村
［
一
九
九
三
］
一
二
一
頁
）
と
呼
ん

だ
。
こ
れ
ら
は
投
書
欄
上
に
存
在
す
る
実
態
を
持
た
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
今
田
絵
里
香
は
『
少
女
の
友
』
に
お
け
る
愛
読
者
大

会
「
友
ち
や
ん
会
」
の
例
を
用
い
て
「『
少
女
の
友
』
の
読
者
同
士
の
繋
が
り
は
、（
中

略
）
も
は
や
投
稿
欄
と
い
う
場
所
か
ら
抜
け
出
し
、
現
実
の
世
界
に
ま
で
広
が
っ
て

い
く
「
少
女
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
も
い
う
べ
き
親
密
か
つ
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

発
展
し
て
い
た
」
と
結
論
付
け
て
い
る
。『
少
女
画
報
』
に
お
け
る
「
愛
読
者
会
」
も
、

こ
の「
少
女
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」に
達
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
少

女
画
報
』
の
「
読
者
と
記
者
」
上
で
は
読
者
同
士
の
交
流
は
そ
れ
ほ
ど
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
る
印
象
は
受
け
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
編
集
局
が
誌
上
で
の
読

者
同
士
の
交
流
に
あ
ま
り
寛
容
的
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
げ
ら
れ
る
。「
▲
記

者
様
へ
お
願
ひ
い
た
し
ま
す
少
女
世
界
や
少
女
界
の
や
う
に
読
者
が
互
ひ
に
自
由
に
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話
が
で
き
る
よ
う
に
談
話
室
を
お
こ
し
ら
へ
く
だ
さ
い
な（
静
岡
県

　西
尾
み
ゑ
子
）

　●
こ
の
事
は
何
度
も
お
断
り
申
し
た
通
り
餘
り
必
用
を
認
め
ま
せ
ぬ
か
ら
設
け
ら

れ
ま
せ
ぬ
。」（
一
九
一
二
年
九
月
号
）
や
「
京
都
の
貴
世
子
様=

談
話
室
で
読
者

同
志
が
お
話
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
間
違
の
出
来
易
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
か
ら
餘
り
い

た
さ
な
い
の
で
す
。」（
一
九
一
七
年
一
月
号
）
な
ど
の
投
書
へ
の
返
答
か
ら
わ
か
る

よ
う
に
、
当
時
ほ
と
ん
ど
の
少
女
雑
誌
の
読
者
投
稿
欄
で
見
受
け
ら
れ
た
読
者
同
士

の
私
的
な
や
り
と
り
に
対
し
て
、『
少
女
画
報
』
編
集
局
は
決
し
て
寛
容
的
と
は
言

え
な
か
っ
た
。
実
際
、「
読
者
と
記
者
」
欄
上
に
お
い
て
他
の
投
書
に
対
す
る
意
見

は
掲
載
さ
れ
て
も
、
読
者
同
士
の
私
的
な
や
り
と
り
や
会
話
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

い
。
私
的
な
や
り
と
り
に
頁
数
を
割
く
こ
と
、
ま
た
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
雑
誌
と
は
無

関
係
な
部
分
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
、
少
女
た
ち
を
巻
き
込
む
こ
と
を
避
け
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
そ
う
し
た
投
書
を
掲
載
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
他

雑
誌
と
の
差
別
化
を
図
る
意
図
が
あ
っ
た
可
能
性
も
存
在
す
る
。

　創
刊
と
同
時
に
設
立
さ
れ
た
読
者
編
集
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
は
多

く
の
投
書
に
よ
っ
て
賑
わ
い
を
見
せ
た
。
読
者
間
の
私
的
な
や
り
と
り
は
あ
ま
り
見

ら
れ
な
い
も
の
の
、
誌
上
を
超
え
て
読
者
た
ち
は
交
流
を
深
め
た
。

②
「
読
者
く
ら
ぶ
」
期

 【
一
九
一
七（
大
正
六
）年
五
月
号
～
一
九
三
〇（
昭
和
五
）年
十
二
月
号
）

　一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
五
月
号
か
ら
「
読
者
と
記
者
」
の
欄
が
「
読
者
く
ら
ぶ
」

に
改
名
さ
れ
る
。「
新
し
い
愛
読
者
」「
前
号
の
感
想
」「
談
話
室
」「
お
答
え
し
ま
す
」

の
見
出
し
を
作
り
、
レ
イ
ア
ウ
ト
が
変
更
さ
れ
読
み
や
す
く
な
っ
た
が
、
今
ま
で
の

よ
う
な
読
者
と
編
集
と
の
対
話
は
少
な
く
な
っ
た
。「
新
し
い
愛
読
者
」は
前
述
の「
今

月
号
か
ら
新
し
い
愛
読
者
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
旨
の
投
書
が
あ
っ
た
読
者
の
名

前
と
出
身
地
を
よ
り
多
く
羅
列
す
る
場
所
に
な
っ
た
。「
前
号
の
感
想
」
は
見
出
し

通
り
で
は
あ
る
が
、
投
書
に
対
し
て
の
編
集
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し

な
い
。
編
集
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
、
質
問
に
対
す
る
返
答
は
ほ
ぼ
す
べ
て
「
お
答
え
し

ま
す
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
こ
で
は
読
者
の
質
問
内
容
は
掲
載

さ
れ
ず
、「
○
○
（
出
身
地
）
○
○
（
名
前
）
様
＝
○
○
○
○
（
返
答
内
容
）」
の
よ

う
な
形
式
と
な
っ
て
い
る
。「
談
話
室
」
は
そ
れ
ら
以
外
の
比
較
的
自
由
な
投
書
が

掲
載
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
読
者
同
士
の
私
的
な
や
り
と
り
が
ほ
と
ん
ど
無
く
、

編
集
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
も
少
な
く
な
っ
た
た
め
、
投
書
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
ば
か
り

で
あ
る
。「
読
者
と
記
者
」
期
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
読
者
と
編
集
者
の
対
等
に
も
見

え
る
関
係
性
が
な
く
な
り
、
掲
載
数
は
増
え
る
が
そ
の
ぶ
ん
簡
素
で
淡
々
と
し
た
印

象
を
受
け
る
。
こ
れ
は
読
者
の
た
め
に
掲
載
数
を
増
や
そ
う
と
試
み
た
結
果
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
一
月
号
の
時
点
で
は
「
読

者
く
ら
ぶ
」の
レ
イ
ア
ウ
ト
が
変
化
し
て
お
り
、見
出
し
は「
暖
か
い
握
手（
ご
紹
介
）」

「
金
の
お
部
屋（
画
報
の
印
象
）」「
銀
の
お
部
屋（
第
一
談
話
室
）」「
鏡
の
お
部
屋（
第

二
談
話
室
）」「
愛
読
者
と
記
者
」「
花
の
お
部
屋（
た
よ
り
）」に
変
わ
っ
て
い
る
。「
暖

か
い
握
手
」
は
新
規
愛
読
者
の
紹
介
。「
金
の
お
部
屋
」
は
雑
誌
の
感
想
。「
銀
の
お

部
屋
」
と
「
鏡
の
お
部
屋
」
は
両
方
談
話
室
と
な
っ
て
い
る
が
、
投
書
の
方
向
性
に

違
い
が
あ
る
。
前
者
は
読
者
全
体
へ
の
呼
び
か
け
や
自
己
表
現
の
と
し
て
の
場
で
あ

り
、
後
者
は
編
集
者
に
宛
て
ら
れ
た
投
書
の
掲
載
欄
と
な
っ
て
い
る
。

　「
銀
の
お
部
屋
」
の
特
徴
は
「
み
な
さ
ま
！
も
う
秋
も
逝
き
ま
す
の
ね
え
、
そ
し

て
又
冷
や
か
な
冬
が
や
つ
て
ま
い
り
ま
す
、
何
に
も
な
し
得
ず
に
又
一
つ
年
を
と
る

あ
ゝ
た
ま
ら
な
く
寂
し
う
ご
ざ
い
ま
す
わ
（
神
戸

　植
田
禮
子
）」（
一
九
二
二
年

一
月
号
）
や
「
赫
々
た
る
太
陽
が
輝
い
て
い
る
う
ち
は
煙
の
都
、
そ
の
日
の
光
が

図2　1912年 11月号より「名古屋愛読者小会」
※下図前列左から二番目の男性が編集主筆高橋我川氏。
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彼
方
へ
沈
め
ば
灯
の
都
、
こ
の
煙
と
灯
の
浪
速
に
も
若
き
乙
女
の
血
の
燃
ゆ
る
う

れ
し
い
春
の
音
づ
れ
初
め
ま
し
た
。
大
阪
の
皆
様
お
振
い
下
さ
い
ま
せ
。（
大
阪
四

つ
葉
）」（
一
九
二
二
年
五
月
号
）
の
よ
う
に
、
過
剰
な
ほ
ど
に
詩
的
で
情
熱
的
な

表
現
を
使
用
し
日
常
を
装
飾
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
過
剰
な
表
現
は
少

女
雑
誌
の
投
稿
欄
に
お
い
て
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
文
体
の
流
行
に
は

一
九
二
〇
年
代
以
降
に
み
ら
れ
る
「
エ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
少
女
同
士
の
親
密
な
関
係

が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
四

月
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
女
学
生
隠
し
言
葉
辞
典
」
に
よ
る
と
「
Ｓ
（
エ
ス
）」
と
は

「
ｓ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
の
頭
文
字
。
お
姉
さ
ん
、妹
さ
ん
、等
の
意
。
主
と
し
て
妹
に
使
用
。

以
下
説
明
省
略
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
血
縁
関
係
に
あ
る
姉
妹
関
係
の
こ

と
を
指
す
わ
け
で
は
な
く
、
少
女
同
士
の
情
熱
的
で
親
密
な
関
係
を
姉
妹
関
係
に
例

え
た
疑
似
的
な
も
の
で
あ
る
。「
エ
ス
」
が
こ
う
し
た
詩
的
で
情
熱
的
な
文
体
の
流

行
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因
は
彼
女
た
ち
の
交
流
形
態
に
あ
る
。「
エ
ス
」
は
相
手

に
対
す
る
想
い
を
手
紙
に
よ
っ
て
伝
達
し
あ
い
、
そ
の
際
、
よ
り
情
熱
的
に
自
分
の

感
情
を
表
現
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
。
こ
う
し
た
「
エ
ス
」
の
手
紙
に
よ
る
感
情

表
現
の
文
化
が
、
当
時
流
行
し
て
い
た
少
女
小
説
な
ど
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
、
読
者

投
稿
欄
上
の
自
己
表
現
の
場
に
お
い
て
結
実
し
た
と
考
え
て
い
る
。

　「
鏡
の
部
屋
」で
は
編
集
者
宛
て
の
投
書
と
そ
れ
に
対
し
て
の
返
答
を
掲
載
す
る「
読

者
と
記
者
」
に
近
い
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
し
か
し
以
前
ま
で
と
大
き
く
異
な
る
点

と
し
て
「
没
籠
の
子
」
と
い
う
架
空
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
詳
し
い
設
定
な
ど
は
不
明
だ
が
、
没
に
な
っ
た
（
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
）
投

書
を
食
べ
る
子
供
で
あ
る
よ
う
だ
。「
ね
え
没
の
子
様
一
生
の
お
願
で
す
か
ら
今
度
こ

そ
當
選
の
國
へ
遊
び
に
行
か
し
て
下
さ
い
ネ
、
あ
な
た
は
い
つ
も
私
た
ち
は
知
ら
な

い
と
思
っ
て
あ
ま
り
食
べ
過
ぎ
ま
す
よ
。
明
日
は
お
醫
者
様
の
御
や
つ
か
い
で
す
よ
。

（
す
み
れ
）」（
一
九
二
二
年
七
月
号
）な
ど
の「
没
籠
の
子
」に
対
し
て
の
投
書
も
多
く
、

少
女
た
ち
の
間
で
も
人
気
で
あ
っ
た
。少
な
く
と
も
彼（
ま
た
は
彼
女
）の
出
現
に
よ
っ

て
、
読
者
で
あ
る
少
女
た
ち
に
と
っ
て
投
書
の
不
掲
載
に
よ
る
失
望
感
は
軽
減
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、そ
の
後
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
時
点
で
は
「
没
籠
の
子
」

で
は
な
く
、「
没
子
さ
ん
」
と
し
て
読
者
と
同
年
代
の
少
女
が
登
場
し
て
い
る
。

　投
書
に
対
し
返
答
を
す
る
大
人
の
男
性
で
あ
る
編
集
者
は
、
読
者
で
あ
る
少
女
た

ち
に
と
っ
て
自
ら
を
守
護
し
て
く
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
と
同
時
に
彼

ら
は
「
掲
載
を
決
定
す
る
権
力
を
も
ち
、
掲
載
形
式
・
内
容
を
あ
ら
か
じ
め
制
定
す

る
権
力
を
も
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
少
女
雑
誌
の
言
説
空
間
に
お
い
て
、
少
女
雑

誌
の
作
り
手
で
あ
る
大
人
た
ち
と
少
女
た
ち
の
間
に
は
、
圧
倒
的
な
権
力
の
不
均
衡

が
あ
っ
た
と
い
え
る
。」（
今
田
［
二
〇
〇
二
］）
こ
う
し
た
事
実
に
対
し
て
、『
少
女

画
報
』
編
集
部
は
不
掲
載
の
理
由
付
け
を
少
女
た
ち
よ
り
低
い
年
齢
の
子
ど
も
な
い

し
、
同
年
代
の
少
女
に
肩
代
わ
り
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
読
者
に
自
分
の
投
書
が
不

掲
載
に
な
る
ス
ト
レ
ス
や
無
力
感
を
軽
減
さ
せ
る
目
的
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
編
集
者
に
宛
て
た
投
書
の
言
葉
遣
い
と
、「
没
籠
の
子
（
没

子
）」
に
宛
て
た
投
書
の
言
葉
遣
い
に
も
差
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
の
段
階
で
編
集
部
が
葛
藤
し
て
い
た
、
多
く
の
投
書
を
掲

載
し
て
あ
げ
た
い
と
い
う
思
い
と
、
読
者
と
の
対
話
へ
の
こ
だ
わ
り
に
対
す
る
ひ
と

つ
の
解
答
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
読
者
に
寄
り
添
う
こ
と
で
、
権

力
の
不
均
衡
性
を
ほ
ん
の
少
し
隠
す
こ
と
に
成
功
し
た
と
い
え
る
。

　「
愛
読
者
と
記
者
」
で
は
編
集
者
に
宛
て
た
投
書
と
い
う
よ
り
現
実
的
な
質
問
が

多
い
。
投
書
規
定
の
確
認
や
進
学
の
た
め
の
相
談
な
ど
が
該
当
す
る
。
欄
は
大
き
く

は
な
い
が
読
者
の
た
め
に
は
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　新
し
く
追
加
さ
れ
た
要
素
が「
花
の
お
部
屋
」で
あ
る
。
説
明
と
し
て「（
た
よ
り
）」

と
な
っ
て
い
る
が
、そ
の
実
情
は
読
者
同
士
の
私
的
な
や
り
取
り
の
場
で
あ
る
。「
釜

出
の
さ
く
ら
様
、
は
る
か
の
湘
南
の
地
よ
り
御
君
を
お
慕
し
て
居
り
ま
す
の
。
拙
き

者
で
す
が
、
お
さ
し
つ
か
え
な
く
ば
、
何
卒
誌
上
に
て
御
交
際
を
お
ゆ
る
し
下
さ
い

ま
せ
。
逗
子
の
牧
野
静
枝
様
、
其
後
御
病
気
は
い
か
ゞ
で
す
の
？
（
八
重
櫻
）」
と

い
う
よ
う
に
読
者
同
士
が
投
稿
欄
上
で
声
を
掛
け
合
い
、交
流
を
深
め
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
「
読
者
と
記
者
」
期
に
お
い
て
寛
容
的
で
は
な
か
っ
た
読
者
同
士
の
私
的
な

や
り
と
り
を
大
々
的
に
掲
載
し
始
め
た
の
は
な
ぜ
か
。私
は「
そ
う
い
っ
た
欄
を
作
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
」
ま
た
、「
私
的
な
投
書
を
投
稿
す
る
読
者
が

多
か
っ
た
」か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。し
ば
し
ば
行
わ
れ
る「
愛
読
者
大
会
」

な
ど
に
お
い
て
読
者
間
の
交
流
は
存
在
し
、
特
定
の
読
者
に
宛
て
た
投
書
も
度
々
掲

載
し
て
い
た
現
状
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
読
者
間
の
私
的
な
や
り
と
り
を
行
う
投
稿

欄
を
設
立
す
る
こ
と
に
抵
抗
は
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
投
稿
欄
の

中
で
も
特
に
人
気
の
高
か
っ
た
の
が
、
作
文
欄
で
秀
逸
な
作
文
が
掲
載
さ
れ
た
読
者

や
、
魅
力
的
な
投
書
を
投
稿
し
た
読
者
な
ど
で
あ
る
。「
米
澤
八
重
子
様
ま
た
見
ぬ

195
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（42）（43）



11

『少女画報』の投稿欄分析による読者と編集者の関係性の変容

君
が
み
名
を
よ
ぶ
こ
と
を
ど
う
ぞ
お
許
し
下
さ
い
。
ほ
ん
と
う
に
お
慕
し
う
御
座
い

ま
す
か
ら
か
う
し
た
日
が
長
い
こ
と
続
い
た
ん
で
す
が
…
拙
い
子
は
た
ゞ
貴
女
様
の

お
作
に
憧
憬
れ
て
居
り
ま
す
の
。
お
さ
し
つ
か
え
な
く
ば
ご
住
所
を
。
清
い
御
交
わ

り
を
切
望
致
し
ま
す
。（
山
形
鈴
木
の
ぶ
）」（
一
九
二
二
年
四
月
号
）
や
「
米
澤
八

重
子
様
！
早
く
か
ら
此
の
誌
上
で
お
慕
ひ
申
し
て
居
り
ま
し
た
の
、
私
も
八
重
子
と

申
し
ま
す
の
、
何
卒
こ
の
縁
を
も
ち
ま
し
て
拙
い
子
で
は
あ
り
ま
す
が
ど
う
か
お
交

り
を
…
臥
し
て
止
ま
な
い
次
第
で
御
座
居
ま
す（
東
京

　ア
マ
リ
ゝ
ス
）」（
一
九
二
二

年
五
月
号
）
は
、「
米
澤
八
重
子
」
と
い
う
人
物
に
宛
て
て
投
稿
さ
れ
た
も
の
だ
。

こ
の
人
物
は
作
文
欄
に
て
幾
度
も
名
前
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
号
で
最
も

秀
逸
な
作
文
に
贈
ら
れ
る
と
さ
れ
る
「
特
選
」
に
も
選
ば
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
文
字

に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
る
投
稿
欄
上
に
お
い
て
、
よ
り
美
し
く
秀
逸
な
文
章
で
感
情
を

表
現
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
何
よ
り
の
魅
力
だ
っ
た
の
だ
。

　一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
に
行
っ
た
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
に
よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の

投
書
を
掲
載
す
る
た
め
に
読
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
減
少
し
た
。
編
集
部

は
掲
載
さ
れ
な
い
投
書
の
多
さ
に
憂
い
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
対

す
る
解
答
が
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
の
二
度
目
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
だ
。「
自
己

表
現
・
読
者
全
体
」「
編
集
者
」「
特
定
の
読
者
個
人
」
と
投
書
の
宛
先
を
分
岐
さ
せ

る
こ
と
で
、
読
者
編
集
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
読
者

の
自
由
な
表
現
を
実
現
さ
せ
た
。「
没
籠
の
子
」
な
る
架
空
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
っ

て
不
掲
載
に
よ
る
失
望
感
を
和
ら
げ
、
読
者
同
士
の
私
的
な
や
り
と
り
の
場
を
設
け

る
こ
と
で
、『
少
女
画
報
』
の
読
者
投
稿
欄
は
更
な
る
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。
そ
の

結
果
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
以
降
、『
少
女
画
報
』
の
総
頁
数
は
大
き
く
増
加
す

る
（
表
3
）。
お
そ
ら
く
こ
の
時
期
こ
そ
が
『
少
女
画
報
』
の
転
換
期
で
あ
り
、
こ
う

し
た
読
者
投
稿
欄
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
化
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
い
え
る
。

③
「
サ
ン
・
ル
ー
ム
」
期

 【
一
九
三
一（
昭
和
六
）年
一
月
号
～
一
九
四
〇（
昭
和
十
五
）年
】

　一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
十
二
月
号
に
て
「
此
欄
は
次
号
よ
り
フ
ラ
ワ
ー
・
ル
ー
ム

と
名
を
改
め
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
二
五
七
頁
の
投
書
規
定
に
就
い
て
御
覧
下
さ
い
。」

と
い
う
文
章
と
と
も
に
投
稿
欄
の
改
名
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
の
後
一
年
間
「
フ
ラ

ワ
ー
・
ル
ー
ム
」
と
し
て
継
続
し
た
後
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
、「
フ
ラ
ワ
ー
・
ル
ー

ム
」
は
「
サ
ン
・
ル
ー
ム
」
へ
と
改
名
さ
れ
、
レ
イ
ア
ウ
ト
も
一
新
さ
れ
る
（
図
3
）。

投
稿
欄
の
概
要
に
は
「
親
し
い
握
手
と

　賑
や
か
な
談
笑

　あ
な
た
方
の

　サ
ン
ル
ー

ム
に

　靴
音
か
ろ
く

　入
つ
て
下
さ
い
。」（
一
九
三
二
年
一
月
号
）と
な
っ
て
い
る
。「
フ

ラ
ワ
ー
・
ル
ー
ム
」
以
降
、
今
ま
で
の
よ
う
な
見
出
し
は
消
失
し
、
全
文
掲
載
す
る
投

書
は
「
読
者
く
ら
ぶ
」
期
に
お
け
る
「
金
の
お
部
屋
」（
雑
誌
の
印
象
・
感
想
）「
銀
の

お
部
屋
」（
自
己
表
現
・
読
者
全
体
へ
の
呼
び
か
け
）
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
特
定

の
個
人
に
宛
て
た
投
書
は
「
通
信
口
」
と
し
て
省
略
さ
れ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

み
づ
き
貞
子
様
、
水
江
る
み
こ
様
―
―
仙
台
の
庄
子
さ
ち
子
さ
ま
か
ら
御
通
信

が
あ
り
ま
し
た
。
双
葉
純
子
さ
ま
―
―
新
潟
、
坂
・
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
さ
ま
か
ら

お
振
い
遊
ば
せ
と
の
御
通
信
が
あ
り
ま
し
た
双
葉
れ
い
様
―
―
熊
本
春
野
美
智

子
さ
ま
か
ら
宜
し
く
と
の
こ
と
。・
・
・（
以
下
略
）

（
一
九
三
二
年
一
月
号
）

　新
規
愛
読
者
に
つ
い
て
も
「
新
ら
し
く
ル
ー
ム
を
ノ
ッ
ク
す
る
人
」
と
し
て
「
通

信
口
」
と
同
じ
よ
う
に
頁
の
隅
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
あ
り
、
編
集
者
か
ら

の
コ
メ
ン
ト
は
全
て
の
投
書
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
時
は
大
々
的

に
掲
載
し
て
い
た
読
者
同
士
の
私
的
な
や
り
と
り
や
、
読
者
編
集
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

図3　1932年 1月号より「サン・ルーム」誌面
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ケ
ー
シ
ョ
ン
が
減
少
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
資
料
不
足
に
よ
り
断
定
す
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
。
こ
の
頃
の
頁
数
の
減
少
や
新
泉
社
へ
の
発
行
元
の
変
更
な
ど
に
原
因

の
一
端
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
、
深
く
考
察
を
重
ね
る
と
と
も

に
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　と
こ
ろ
が
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
一
月
号
に
お
い
て
「
サ
ン
・
ル
ー
ム
」
は

そ
の
内
装
を
再
び
大
き
く
変
化
さ
せ
る
（
図
4
）。「
少
画
サ
ロ
ン
」、「
ハ
ッ
ピ
ー
ウ

イ
ン
グ
ス
」
と
い
う
見
出
し
を
作
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
少
画
サ
ロ
ン
」
は
「
少
女
画
報

に
つ
い
て
の
忌
憚
の
な
い
批
評
、
感
想
、
希
望
、
意
見
等
を
（
百
五
十
字
以
内
）」、

「
ハ
ッ
ピ
ー
ウ
イ
ン
グ
ス
」
に
は
「
執
筆
諸
先
生
、
お
友
達
、
編
集
室
等
へ
の
お
便

り
（
百
五
十
字
以
内
）」
を
掲
載
し
た
。
ま
た
、「
少
画
サ
ロ
ン
」
に
は
ほ
ぼ
全
て
の

投
書
に
編
集
者
の
コ
メ
ン
ト
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、「
ハ
ッ
ピ
ー
ウ
イ
ン
グ
ス
」
で

も
編
集
者
に
宛
て
ら
れ
た
投
書
に
は
ほ
ぼ
全
て
に
返
答
が
行
わ
れ
て
い
る
。「
サ
ン
・

ル
ー
ム
」
内
に
「
青

い
ノ
ー
ト
」
と
呼
ば

れ
る
編
集
者
の
文
章

が
掲
載
さ
れ
る
場
が

新
設
さ
れ
て
い
る
の

も
特
徴
的
だ
。
こ
う

し
た
革
新
的
な
レ
イ

ア
ウ
ト
変
更
の
背
景

に
は
発
行
元
の
変
更

が
存
在
す
る
と
考
え

て
い
る
。
東
京
社
か

ら
新
泉
社
に
発
行
元

が
変
更
に
な
り
、
編

集
方
針
に
読
者
投

稿
欄
の
充
実
が
加
え

ら
れ
た
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
一
九
三
二

（
昭
和
七
）
年
の
「
サ

ン
・
ル
ー
ム
」
に

充
て
ら
れ
て
い
る
頁
数
が
一
月
あ
た
り
平
均
し
て
約
五
～
六
頁
で
あ
る
の
に
対
し
、

一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
以
降
は
平
均
し
て
十
四
～
十
六
頁
と
大
幅
に
増
量
し
て

い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
だ
。
雑
誌
全
体
の
頁
数
も
増
量
し
て
お
り
、一
九
三
二（
昭

和
七
）
年
ま
で
は
年
々
下
が
り
続
け
て
い
た
総
頁
数
が
増
え
続
け
、
一
九
三
七
（
昭

和
十
二
）
年
に
は
過
去
最
高
に
ま
で
登
る
。
一
九
三
二
（
昭
和
七
年
）
年
の
一
月
号

と
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
の
一
月
号
を
比
較
す
る
と
百
頁
近
く
も
差
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
（
表
3
）。
今
田
絵
里
香
は
『
少
女
の
友
』
の
全
盛
期
が
一
九
三
〇
年

代
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
こ
の
時
代
に
つ
い
て
、「
雑
誌
の
影
響
が
強
大
か
つ
広

範
に
な
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
雑
誌
の
ほ
う
で
も
激
化
す
る
出
版
社
同
士
の
競
争
に

勝
つ
た
め
に
躍
起
に
な
っ
て
い
た
」（
今
田
［
二
〇
〇
七
］
一
三
七
頁
）
と
し
て
い
る
。

『
少
女
画
報
』
の
新
泉
社
へ
の
発
行
元
変
更
や
読
者
投
稿
欄
の
充
実
は
競
争
に
勝
つ

た
め
の
戦
略
で
あ
り
、
そ
の
目
論
見
は
成
功
し
た
と
い
え
る
。
し
か
し
そ
の
後
、
第

二
次
世
界
大
戦
の
開
戦
と
と
も
に
、
国
全
体
が
総
力
戦
に
突
入
し
て
い
く
中
で
、
雑

誌
全
体
の
頁
数
は
徐
々
に
減
少
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　「
サ
ン
・
ル
ー
ム
」
期
と
称
し
た
一
九
三
〇
年
代
は
『
少
女
画
報
』
に
と
っ
て
ま

さ
に
激
動
の
時
期
で
あ
っ
た
。
加
速
す
る
少
女
雑
誌
市
場
の
競
争
の
中
で
読
者
同
士

の
私
的
な
や
り
と
り
の
掲
載
を
抑
制
し
た
『
少
女
画
報
』
は
徐
々
に
頁
数
を
減
ら
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
頃
、
よ
り
良
い
読
者
投
稿
欄
を
模
索
し
て
レ
イ
ア
ウ
ト

の
変
更
を
続
け
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
後
発
行
元
を
新
泉
社
に
変

更
し
、
読
者
投
稿
欄
を
重
視
し
た
編
集
方
針
へ
と
切
り
替
え
、
そ
の
頁
数
は
驚
異
の

Ｖ
字
回
復
を
果
た
し
た
。

④
「
新
体
制
」
期

 【
一
九
四
一（
昭
和
十
六
）年
十
月
号
～
一
九
四
二（
昭
和
十
七
）年
一
月
号
】

　戦
争
の
時
勢
は
少
女
雑
誌
『
少
女
画
報
』
に
お
い
て
も
色
濃
く
鑑
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
十
月
号
で
は
「
サ
ン
ル
ー
ム
・
新
體
制
」
と
名

前
が
変
わ
り
、
そ
の
概
要
は
以
下
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

サ
ン
ル
ー
ム
は
皆
さ
ん
の
楽
し
い
、
そ
し
て
真
面
目
な
お
話
を
す
る
談
話
室
で

す
。
こ
の
お
部
屋
に
は
い
つ
も
明
る
い
日
光
と
、
清
潔
な
空
気
を
い
れ
て
、
少

女
ら
し
い
純
真
さ
と
慎
ま
し
い
態
度
で
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
い
た
し
ま
せ
う
。

図4　1937年 2月号より
下部「サン・ルーム」および上部「青いノート」欄
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餘
り
に
無
益
な
オ
シ
ャ
ベ
リ
や
意
味
の
な
い
お
便
り
は
、
か
へ
つ
て
自
分
自
身

の
身
を
傷
つ
け
る
だ
け
の
も
の
で
す
。
ど
う
か
正
し
い
言
葉
づ
か
ひ
で
、
ま
じ

め
な
感
想
や
意
義
の
あ
る
生
活
の
報
告
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
少
畫
に
掲
載

さ
れ
た
作
品
批
評
等
も
大
い
に
歓
迎
し
ま
す
。
こ
お
ル
ー
ム
が
浄
化
さ
れ
て
更

に
高
く
立
派
な
も
の
に
な
る
か
ど
う
か
は
み
な
さ
ん
の
お
便
り
の
如
何
に
よ
つ

て
決
定
さ
れ
る
譯
で
す
。

（
一
九
四
一
年
十
月
号
）

　一
九
三
〇
年
代
の
「
サ
ン
・
ル
ー
ム
」
の
「
賑
や
か
な
談
笑
」
に
対
し
て
、「
正

し
い
言
葉
づ
か
ひ
や
意
義
の
あ
る
生
活
の
報
告
」
を
目
的
と
す
る
点
、「
か
へ
つ
て

自
分
自
身
の
身
を
傷
つ
け
る
だ
け
の
も
の
で
す
」
と
い
っ
た
文
章
が
特
徴
的
だ
。
掲

載
さ
れ
る
投
書
も
詩
的
で
情
熱
的
な
も
の
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
り
、「
銃
後

生
活
報
告
感
激
し
乍
ら
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
働
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
の
生
き

甲
斐
あ
る
御
生
活
御
羨
ま
し
く
存
じ
ま
す
。
リ
ゝ
姉
様
、
今
度
は
家
事
に
た
づ
さ
は

つ
て
い
ら
つ
し
や
る
御
友
達
の
合
理
化
さ
れ
た
御
生
活
を
伺
ひ
度
い
と
思
ひ
ま
す
が

如
何
で
せ
う
か
（
東
京

　葉
隠
露
子
）」（
一
九
四
一
年
十
月
号
）
な
ど
の
銃
後
と
し

て
の
女
性
や
子
供
を
意
識
し
た
も
の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
読
者
で
あ
る
少
女
た

ち
に
と
っ
て
読
者
投
稿
欄
は
、
同
年
代
の
少
女
た
ち
の
投
書
に
触
発
さ
れ
、
愛
国
主

義
的
な
思
想
を
深
め
る
場
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
硲
は
「
読
者

投
稿
欄
の
と
い
う
少
女
た
ち
の
交
流
の
場
は
お
互
い
に
愛
国
精
神
を
高
揚
す
る
場
と

変
化
と
し
、少
女
た
ち
は
意
識
的
に
か
無
意
識
に
か
「
銃
後
」
の
担
い
手
と
な
っ
た
」

と
結
論
付
け
て
い
る
（
硲
［
二
〇
〇
六
］）。

付
録
も
き
れ
い
な
も
の
が
出
来
て
い
ゐ
ま
し
た
が
、
ど
の
雑
誌
も
毎
年
同
じ
や

う
な
も
の
を
つ
け
て
ゐ
る
有
様
で
す
し
、
そ
れ
付
録
を
つ
け
る
と
ど
う
し
て
も

値
上
げ
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
翻
っ
て
考
へ
て
み
る
と
、
国
家
非
常
時
、

国
民
精
神
総
動
員
の
折
か
ら
、
む
し
ろ
付
録
を
全
廃
し
そ
の
上
値
下
げ
、
そ
の

額
を
皆
様
の
国
防
獻
金
に
あ
て
た
ら
と
、
い
ふ
こ
と
に
編
輯
部
一
同
の
意
見
が

一
致
し
た
の
で
す
。

（
一
九
三
八
年
一
月
号
）

　こ
れ
は
一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
一
月
号
の
編
集
部
便
り
に
掲
載
さ
れ
た
文
章

で
あ
り
、
紙
な
ど
の
資
源
高
騰
に
よ
り
付
録
の
全
廃
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
全
体
の
頁
数
の
減
少
に
伴
い
読
者
投
稿
欄
に
充
て
ら
れ
る
頁
数
も

六
頁
程
度
に
減
少
し
て
い
る
。「
夕
波
千
鳥
様
、
由
解
筐
子
様
方
の
お
説
賛
成
で
す
。

私
建
の
ル
ー
ム
を
も
っ
と
〳
〵
立
派
に
有
益
な
も
の
に
し
や
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
！
い
ろ
〳
〵
な
本
の
読
後
感
等
も
発
表
し
て
は
如
何
で
せ
う
。
無
理
な
お
願
顔
ひ

で
す
が
サ
ン
・
ル
ー
ム
の
頁
も
つ
と
ま
し
て
下
さ
い
ま
せ
ん
か（
静
岡

　天
城
純
子
）」

（
一
九
四
二
年
一
月
号
）
な
ど
、頁
増
量
を
望
む
声
も
あ
っ
た
よ
う
で
は
あ
る
が
、「
ど

う
ぞ
御
発
表
下
さ
い
。
紙
量
統
制
の
折
柄
、
止
む
を
得
ず
減
頁
い
た
し
ま
し
た
。
こ

の
意
味
で
も
こ
の
御
部
屋
を
無
駄
の
な
い
も
の
に
し
て
い
た
ゞ
き
度
い
と
お
願
ひ
い

た
し
ま
す
。」
と
の
よ
う
に
国
全
体
の
資
源
不
足
に
よ
っ
て
雑
誌
の
存
続
そ
の
も
の

が
苦
し
い
現
状
だ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。そ
の
後『
少
女
画
報
』は
一
九
四
二（
昭

和
十
七
）
年
内
に
雑
誌
統
合
令
に
よ
っ
て
『
少
女
の
友
』
と
統
合
と
い
う
形
で
廃
刊

と
な
る
。

　一
九
四
〇
年
代
の
『
少
女
画
報
』
編
集
部
は
軍
国
主
義
・
愛
国
主
義
の
時
流
の
な

か
で
雑
誌
存
続
に
精
一
杯
で
あ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、「
サ
ン
ル
ー

ム
・
新
體
制
」
と
し
て
読
者
投
稿
欄
を
存
続
さ
せ
続
け
た
の
は
読
者
の
こ
と
を
第
一

に
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
な
お
大
阪
国
際
児
童
文
学
館
に
は
一
九
四
二
（
昭

和
十
七
）
年
二
月
号
ま
で
の
所
蔵
し
か
な
く
、
二
月
号
の
時
点
で
は
次
号
か
ら
合
併

す
る
な
ど
の
告
知
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
廃
刊
は
も
う
少
し
後
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。ま
た
そ
の
後
の
刊
に
つ
い
て
は
十
分
な
検
証
が
行
え
て
い
な
い
た
め
、

統
合
直
前
の
号
の
誌
上
や
、
合
併
後
の
『
少
女
の
友
』
の
誌
上
に
は
検
証
の
余
地
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

四
章

　
結
び
に
代
え
て

　本
稿
で
は
こ
こ
ま
で
「
少
女
画
報
」
の
読
者
投
稿
欄
の
歴
史
的
変
遷
を
辿
り
、
読
者

間
お
よ
び
読
者
編
集
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ

た
。
一
九
一
二（
明
治
四
五
）年
に
創
刊
し
た『
少
女
画
報
』は
常
に
読
者
の
事
を
考
え
、

一
方
的
に
な
り
が
ち
な
読
者
編
集
者
間
の
立
場
を
均
衡
に
保
ち
、
よ
き
友
人
と
な
れ
る

192

（45）
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よ
う
な
雑
誌
を
目
指
し
た
。
ま
た
そ
の
読
者
層
は
高
等
女
学
生
に
留
ま
ら
ず
尋
常
小
学

生
に
ま
で
及
び
、
低
年
齢
層
に
も
楽
し
め
る
よ
う
な
誌
面
作
り
を
行
っ
た
。

　創
刊
当
時
か
ら
存
在
し
た
「
読
者
と
記
者
」
欄
は
読
者
と
編
集
者
が
交
流
を
行
う

こ
と
の
で
き
る
読
者
投
稿
欄
で
あ
っ
た
。
編
集
者
と
読
者
と
の
絆
が
深
ま
っ
て
い
く

と
同
時
に
、
編
集
部
は
毎
月
大
量
に
送
ら
れ
て
く
る
投
書
の
多
く
が
不
掲
載
と
な
る

こ
と
に
憂
い
て
い
た
。
そ
の
結
果
が
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
に
改
名
し
た
「
読
者

く
ら
ぶ
」
で
あ
る
。
読
者
と
編
集
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
減
ら
す
代
わ
り

に
よ
り
多
く
の
投
書
を
掲
載
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
読
者
同

士
の
誌
上
交
際
の
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
当
時
の
『
少
女
画
報
』
に
お
い
て
、
た
だ
投

書
が
列
挙
さ
れ
る
読
者
投
稿
欄
は
少
し
寂
し
く
も
み
え
た
。
そ
の
後
一
九
二
二
（
大

正
一
一
）年
に
は「
読
者
く
ら
ぶ
」の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
一
新
。
読
者
と
編
集
者
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
し
な
が
ら
も
、
読
者
で
あ
る
少
女
た
ち
の
自
己
表
現
の
場
と

し
て
の
読
者
投
稿
欄
作
り
に
成
功
し
た
。
ま
た
、
か
ね
て
よ
り
希
望
の
多
か
っ
た
読

者
同
士
の
私
的
な
や
り
と
り
の
場
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
で
『
少
女
画
報
』
は
さ
ら
に

飛
躍
す
る
。
女
学
生
が
爆
発
的
に
増
加
し
た
一
九
二
〇
年
代
に
こ
う
し
た
革
新
を
行

う
こ
と
で
、頁
数
も
大
き
く
増
加
さ
せ
た
。
し
か
し
一
九
三
二（
昭
和
七
）年
に
は「
読

者
く
ら
ぶ
」
を
「
サ
ン
・
ル
ー
ム
」
に
改
名
し
、
誌
上
で
の
読
者
間
お
よ
び
読
者
編

集
者
間
の
交
流
の
掲
載
を
大
き
く
減
ら
し
、
こ
れ
に
よ
り
頁
数
の
減
少
を
招
く
こ
と

と
な
る
。
そ
の
後
発
行
元
を
東
京
社
か
ら
新
泉
社
に
移
し
、
読
者
投
稿
欄
の
充
実
に

努
め
、
頁
数
は
驚
異
的
な
増
加
を
辿
っ
た
。
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
を
過
ぎ
る

と
、
太
平
洋
戦
争
に
よ
る
総
力
戦
の
影
響
が
少
女
雑
誌
に
も
表
れ
る
。
紙
資
源
の
高

騰
や
軍
国
主
義
的
思
想
に
よ
っ
て『
少
女
画
報
』は
そ
の
存
続
が
苦
し
く
な
っ
て
い
く
。

そ
の
後
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
に
雑
誌
統
合
令
に
よ
っ
て
『
少
女
画
報
』
は
『
少

女
の
友
』
に
統
合
と
い
う
形
で
三
〇
年
と
い
う
生
涯
に
終
焉
を
迎
え
た
。

　本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
の
は
『
少
女
画
報
』
の
読
者
投
稿
欄
に
お
け
る
歴
史
的
変

遷
で
あ
る
。『
少
女
画
報
』
編
集
部
は
「
発
刊
の
こ
と
ば
」
に
あ
る
よ
う
に
常
に
読

者
に
と
っ
て
「
益
友
」
と
な
れ
る
よ
う
尽
力
し
て
き
た
。
読
者
投
稿
欄
の
盛
り
上
が

り
は
少
な
か
ら
ず
、
雑
誌
全
体
の
頁
数
や
売
上
、
人
気
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
雑
誌
の
編
集
部
は
投
書
の
掲
載
・
不
掲
載
を
選
定
し
、
掲
載
の
形
式
や
内

容
に
つ
い
て
も
決
定
す
る
権
力
が
あ
る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
読
者
で
あ
る
少
女
た
ち

が
得
ら
れ
る
情
報
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
で
も
あ
っ
た
は
ず
だ
。
少
女
雑
誌
の

読
者
投
稿
欄
分
析
に
お
い
て
、
編
集
部
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
る
こ
と
は
、
読
者
で

あ
る
少
女
た
ち
が
与
え
ら
れ
た
情
報
や
価
値
観
に
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
点

に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。

　今
田
絵
里
香
の
指
摘
す
る
よ
う
に
『
少
女
画
報
』
と
『
少
女
の
友
』
は
共
通
す
る

紙
面
作
り
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。
故
に
『
少
女
画
報
』
は
『
少
女
の
友
』

に
統
合
と
い
う
形
に
な
っ
た
の
だ
と
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
創
刊
初
期
に
お

い
て
は
両
雑
誌
に
明
確
な
差
異
が
見
ら
れ
る
。
多
く
の
少
女
雑
誌
の
読
者
投
稿
欄
で

み
ら
れ
た
少
女
同
士
の
私
的
な
や
り
と
り
に
対
し
て
『
少
女
画
報
』
は
あ
ま
り
寛
容

的
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
読
者
が
主
催
す
る
愛
読
者
会
は
認
め
、
現
実
世
界
に
お

け
る
読
者
間
の
交
流
を
推
奨
し
た
。『
少
女
画
報
』
の
読
者
で
あ
る
少
女
た
ち
は
、

読
者
投
稿
欄
上
で
の
交
流
よ
り
前
に
現
実
世
界
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
て
い

た
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
は
今
田
の
指
摘
す
る
「
少
女
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
成
立
過
程

と
は
異
な
る
事
例
で
あ
る
。「
少
女
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
投
稿
欄
上
に
て
形
成
さ
れ
、

「
投
稿
欄
と
い
う
場
所
か
ら
抜
け
出
し
、
現
実
の
世
界
に
ま
で
広
が
っ
て
い
く
」（
今

田
［
二
〇
〇
七
］
一
五
三
頁
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
か
ら
だ
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、

少
な
く
と
も
創
刊
初
期
の
読
者
投
稿
欄
上
に
お
い
て
は
『
少
女
画
報
』
と
『
少
女
の

友
』
に
は
明
確
な
違
い
が
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
る
。

　今
後
は
、
本
稿
で
得
ら
れ
た
知
見
を
も
と
に
、
発
行
元
が
東
京
社
か
ら
新
泉
社
に

変
更
に
な
っ
た
経
緯
と
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
前
後
の
読
者
投
稿
欄
の
分
析
を
行

う
と
と
も
に
、
史
料
不
足
の
た
め
充
分
な
検
証
が
行
え
な
か
っ
た
一
九
四
二
（
昭
和

一
七
）
年
の
『
少
女
画
報
』
に
お
け
る
『
少
女
の
友
』
と
の
統
合
ま
で
の
経
緯
を
辿

り
、
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
を
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
、
今
回
の
研
究
で
目
を
通

す
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
研
究
内
容
な
ど
に
も
目
を
通
し
、
新
し
い
視
座
を
獲
得
す

る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
。

注1

　「
企
業
物
価
指
数
（
国
内
企
業
物
価
指
数
）」
は
国
内
に
お
い
て
企
業
同
士
で
取

引
さ
れ
る
「
財
（
モ
ノ
）」
の
価
格
を
、「
消
費
者
物
価
指
数
」
は
小
売
段
階
に

お
け
る
「
財
」
と
「
サ
ー
ビ
ス
」
両
方
の
価
格
を
対
象
と
し
て
い
る
点
で
、
モ
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『少女画報』の投稿欄分析による読者と編集者の関係性の変容

ノ
サ
シ
の
種
類
が
異
な
り
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
「
企
業
物
価
指
数
」
で
も
、
明
治
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
る
「
戦

前
基
準
指
数
」
は
、
国
内
品
（
国
内
で
生
産
さ
れ
、
国
内
向
け
に
出
荷
さ
れ
た

商
品
）
だ
け
で
な
く
、
輸
出
品
、
輸
入
品
も
含
む
概
念
で
あ
る
た
め
、
そ
の
動

き
に
は
、
海
外
需
要
の
増
加
に
よ
る
輸
出
品
価
格
の
上
昇
な
ど
、
国
内
要
因
以

外
の
様
々
な
要
因
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
日
本
銀
行
：「
企
業
物
価
指
数
」
と
「
消
費
者
物
価
指
数
」
の
違
い
に
つ
い
て
」

よ
り
引
用
。

2

　本
稿
で
は
『
少
女
画
報
』
本
誌
か
ら
抜
粋
す
る
場
合
、
タ
イ
プ
ミ
ス
や
印
刷
ミ

ス
等
に
関
し
て
も
原
文
通
り
抜
粋
す
る
も
の
と
す
る
。

3

　本
稿
で
は
引
用
す
る
文
章
に
（
〇
〇
年
〇
号
）
と
記
載
が
あ
る
場
合
『
少
女
画

報
』
の
投
稿
欄
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

4

　一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）
年
一
〇
月
号
は
大
阪
国
際
児
童
文
学
館
に
所
蔵
が

無
く
「
名
古
屋
愛
読
者
会
」
の
詳
細
な
予
告
が
調
査
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
本

稿
で
は
愛
読
者
会
開
催
の
報
告
か
ら
分
析
を
試
み
て
い
る
。

【
参
考
雑
誌
・
参
考
文
献
】

・『
少
女
画
報
』
東
京
社
．

・
今
田
絵
里
香
（
二
〇
〇
七
）『「
少
女
」
の
社
会
史
』
勁
草
書
房
．

（
二
〇
〇
二
）「
少
女
雑
誌
に
お
け
る
「
少
女
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の

成
立
と
解
体
―
1
9
3
1
～
1
9
4
5
年
の
少
女

雑
誌
投
稿
欄
分
析
を
中
心
に
―
」，『
教
育
社
会
学

研
究
』（
七
〇
），
一
八
五
―
二
〇
二
頁
．

（
二
〇
〇
一
）「
近
代
家
族
と
「
少
女
」
の
国
民
化
―
少
女
雑
誌

「
少
女
の
友
」
分
析
か
ら
―
」，『
教
育
社
会
学
研
究
』

（
六
八
），
二
二
五
―
二
四
二
頁
．

・
香
川
由
紀
子
（
二
〇
〇
三
）「
女
学
生
の
絆
―
明
治
二
十
年
代
の『
女
学
雑
誌
』掲
載

小
説
を
通
し
て
―
」，『
言
葉
と
文
化
』（
九
），
八
九
―

一
〇
三
頁
．

（
二
〇
〇
五
）「
女
学
生
の
イ
メ
ー
ジ
―
表
現
す
る
言
葉
の
移
り
変

わ
り
―
」，『
言
葉
と
文
化
』（
六
），五
三
―
七
〇
頁
．

・
川
村
邦
光
（
一
九
九
三
）『
オ
ト
メ
の
祈
り  

近
代
女
性
イ
メ
ー
ジ
の
誕
生
』
紀

伊
國
屋
書
店
．

・
嵯
峨
景
子
（
二
〇
一
一
）「『
女
学
世
界
』
に
み
る
読
者
共
同
体
の
成
立
過
程
と

そ
の
変
容
―
大
正
期
に
お
け
る
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
」
な
共
同
体
の
生
成
と
衰
退
を
中
心
に
」，『
マ
ス
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
』（
七
八
），
一
二
九
―

一
四
七
頁
．

・
鈴
木
沙
也
夏
（
二
〇
一
三
）「
個
人
レ
ポ
ー
ト
『
乙
女
の
港
』
に
お
け
る
挿
絵
の

役
割
と
効
果
―
女
学
生
文
化
の
視
点
か
ら
―
」，『
研

究
ノ
ー
ト
』（
四
一
），
日
本
女
子
大
学
国
語
国
文
学

会
，
三
七
―
四
二
頁
．

・
田
中
卓
也
（
二
〇
一
三
）「
近
代
少
女
雑
誌
『
少
女
界
』
の
読
者
に
関
す
る
研

究
―
投
書
欄
「
女
子
談
話
会
」
の
投
書
を
中
心
に

―
」，『
越
谷
保
育
専
門
学
校
研
究
紀
要
』（
二
），

一
〇
―
一
七
頁
．

・
徳
永
保

　ほ
か
作
成

（
二
〇
一
二
）「
我
が
国
の
学
校
教
育
制
度
の
歴
史
に
つ
い
て
（『
学

制
百
年
史
』
等
よ
り
）」，
国
立
教
育
政
策
研
究
所
．

・
豊
田
千
明
（
二
〇
一
一
）「
昭
和
女
子
大
学
図
書
館
蔵
『
少
女
画
報
』
解
題
と

目
次
（
上
）」，『
学
苑
』（
八
四
五
），
昭
和
女
子
大

学
近
代
文
化
研
究
所
，
七
二
―
九
五
頁
．

・
硲

夕

記
（
二
〇
〇
六
）「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
期
の
『
少
女
の
友
』
―
読

者
投
稿
欄
の
分
析
を
中
心
に
―
」，『
大
阪
人
権
博

物
館
紀
要
』（
九
），
一
二
五
―
一
三
九
頁
．

・
鄒

　
　
　韻

（
二
〇
一
七
）「『
乙
女
の
港
』
に
お
け
る
少
女
表
象
」，『
多
元
文
化
』

（
一
七
），
四
五
―
五
九
頁
．
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